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は
く
し
　
　
　
は
ら
だ
　
し
ろ
う
ざ
え
も
ん

　
祖
は
市
内
北
之
庄
、
伴
又
兵
衛
が
天
正
の
末
年
（
1
5
9
0
の
頃
）
八
幡
に
移
住
し
て
寺
内
北
元
町
に
居
を
構
え
土
田
村

真
成
寺
の
娘
を
娶
り
、
そ
の
子
の
三
代
目
九
兵
衛
に
至
っ
て
母
系
の
姓
を
取
っ
て
原
田
と
改
め
ま
し
た
。
代
々
酒
造
を
業

と
し
、
銘
を
「
涛
禄
」
と
名
付
け
て
好
評
を
博
し
て
い
た
様
で
す
。
六
代
目
甚
兵
衛
に
五
男
二
女
が
あ
り
、
長
男
甚
九
郎

は
家
督
を
継
ぎ
、
三
男
金
四
郎
こ
と
四
郎
左
衛
門
が
小
幡
町
上
に
分
家
し
た
の
が
箔
四
の
初
代
で
す
。
四
郎
左
衛
門
の
弟

の
長
兄
、
甚
九
郎
の
名
儀
で
江
戸
日
本
橋
箔
屋
町
に
出
店
し
、
醤
油
販
売
を
業
と
し
箔
屋
を
屋
号
と
し
ま
し
た
。 

そ
れ
は

正
徳
初
年(

1
7
1
1
頃) 

で
四
郎
左
衛
門
は
こ
れ
を
継
承
し
ま
し
た
。

　
初
代
四
郎
左
衛
門
享
保
年
間
（
1
7
1
6
〜
3
5
）
御
用
金
の
散
収
が
厳
し
く
意
を
決
し
て
同
七
年
江
戸
を
引
払
い
上
州

藤
岡
に
移
し
ま
し
た
。
時
に
齢
わ
ず
か
に
二
十
六
才
で
す
。
彼
は
江
戸
に
在
る
と
き
藤
岡
の
土
地
や
交
通
等
を
つ
ぶ
さ
に

研
究
し
、
附
近
の
農
工
業
が
旺
盤
な
こ
と
や
金
融
が
円
滑
な
こ
と
を
熟
知
し
、
将
来
発
展
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
見
込
ん

で
本
拠
を
移
し
た
様
で
す
。
一
歩
進
ん
で
醤
油
の
醸
造
を
始
め
、
味
噌
、
塩
、
肥
料
、
紙
、
荒
物
等
日
用
必
需
品
一
切
を

販
売
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
醤
油
の
商
標
は
「
宝
船
」
ほ
か
諸
種
が
あ
り
、
味
噌
は
「
丸
八
」
と
唱
え
、
こ
の
よ
う

に
し
て
遂
に
一
家
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
宝
暦
元
年
（
1
7
5
1
）
五
十
五
才
で
逝
去
し
ま
し
た
。

　
二
代
目
は
、
二
十
五
才
の
弱
年
で
病
死
し
ま
し
た
。

　
三
代
目
は
、
二
代
目
の
弟
で
、
彼
は
忍
耐
力
が
強
く
家
業
に
精
励
し
、
世
上
の
信
用
を
得
、
販
路
も
次
第
に
拡
張
し
初

代
の
努
力
は
三
代
目
に
し
て
始
め
て
完
成
し
ま
し
た
。
彼
は
文
政
十
年
（
1
8
2
7
）
七
十
七
才
で
没
し
た
が
、
在
職
五
十

年
間
、
堅
実
な
商
い
で
、
家
憲
は
百
年
の
計
を
盧
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
四
代
目
秀
允
は
三
代
目
の
息
子
で
、
豪
放
活
発
、
事
業
経
営
に
優
れ
、
弘
化
年
間
に
は
藤
岡
支
店
の
ほ
か
、
京
都
堺
町

姉
小
路
に
出
店
を
新
設
し
て
呉
服
太
物
問
屋
を
営
み
ま
し
た
。
当
代
は
実
に
原
田
家
の
全
盛
時
代
で
、
小
幡
町
上
に
在
っ

た
豪
邸
（
現
、
お
ば
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
も
こ
の
時
代
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。
累
代
の
資
産
は
蓄
積
し
て

巨
万
に
達
し
、
各
方
面
に
貸
付
け
て
遂
に
紀
州
、
尾
州
等
の
大
藩
の
御
用
を
達
す
る
よ
う
に
な
り
苗
字
帯
刀
御
免
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
四
代
目
の
妻
「
と
く
」
は
森
五
郎
兵
衛
家
よ
り
迎
え
五
十
六
才
で
没
し
た
が
、
男
子
が
な
く
、

神
崎
郡
金
堂
村
の
磯
部
氏
よ
り
養
子
を
迎
え
ま
し
た
。
商
売
の
他
に
大
名
相
手
の
融
通
を
繰
返
し
た
た
め
蓄
財
も
日
増
し

に
増
殖
し
ま
し
た
。
彼
は
行
住
坐
臥
す
べ
て
豪
放
で
晩
年
に
到
っ
て
漸
く
家
運
が
傾
か
ん
と
見
る
や
、
薙
髪
し
て
名
を
帰

一
と
改
め
家
を
養
子
に
譲
っ
て
隠
居
の
身
と
な
り
、
嘉
永
年
（
1
8
4
9
）
五
十
九
才
で
他
界
し
ま
し
た
。

　
五
代
目
は
幼
児
よ
り
原
田
家
に
養
わ
れ
、
豪
邁
な
養
父
の
跡
を
嗣
い
だ
が
、
家
運
の
宣
っ
て
回
復
の
策
を
案
じ
、
初
代

並
に
三
代
目
の
行
跡
を
規
範
と
し
て
、
自
ら
進
ん
で
綿
衣
を
着
て
、
粗
食
に
甘
ん
じ
質
素
倹
約
を
旨
と
し
ま
し
た
。 

出
店

に
出
張
し
た
と
き
は
多
数
の
奉
公
人
と
共
に
得
意
先
を
廻
り
、
或
は
店
頭
に
座
し
て
一
合
の
醤
油
、
一
升
の
塩
を
販
ぎ
、

四
十
有
余
年
間
不
撓
不
屈
の
精
神
で
遂
に
家
運
を
挽
回
し
ま
し
た
。
彼
は
、
茶
道
や
文
化
人
を
好
み
、
詩
文
に
ふ
け
り
、

頼
山
腸
の
門
牧
百
峰
に
学
び
、
名
を
譲
、
字
は
公
基
。
柳
外
又
は
謙
斉
と
号
し
、
晩
年
に
は
別
に
半
山
人
と
称
し
、
経
史

に
通
じ
詩
文
を
残
し
ま
し
た
。
原
田
柳
外
（ 

は
ら
だ
・
り
ゅ
う
が
い
）　
江
戸
時
代
後
期
の
書
家
と
し
て
も
有
名
で
明
治

元
年
（
1
8
6
8
）
五
十
七
才
で
逝
去
し
ま
し
た
。
妻
の
「
た
み
」
が
夫
柳
外
に
死
別
し
た
の
は
三
十
七
才
で
、
そ
の
後
六

代
目
よ
り
八
代
目
ま
で
歴
代
三
十
有
余
年
に
亘
っ
て
内
外
の
家
政
を
掌
り
、
心
労
の
あ
ま
り
一
眼
が
失
明
し
ま
し
た
が
裁

縫
を
始
め
内
外
の
文
通
を
も
一
手
に
引
受
け
、
意
志
堅
固
節
倹
を
重
ん
じ
、
自
己
の
衣
服
等
少
し
も
美
を
好
ま
ず
、
倹
約

良
し
と
し
、 

商
売
は
男
が
す
る
も
の
、
女
子
は
倹
約
を
商
売
と
心
得
よ
。 

僅
か
に
一
銭
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
を
節
約
す
れ
ば

則
ち
一
銭
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。
と
諭
し
家
を
起
す
の
は
只
こ
の
節
倹
の
一
法
が
あ
る
の
み
と
教
え
、
終
生
こ
の
意
を
変

え
ず
言
行
一
致
し
ま
し
た
。
又
、
彼
女
は
祖
先
を
重
ん
じ
、
歴
代
の
年
忌
は
胸
中
に
記
憶
し
、
法
要
に
は
一
切
を
自
ら
指

揮
し
て
追
悼
を
怠
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
正
三
年
八
十
四
才
の
高
齢
を
以
っ
て
こ
の
世
を
辞
し
ま
し
た
。

　
六
代
目
は
五
代
目
の
嫡
男
で
秀
新
と
称
し
、
若
年
に
拘
わ
ら
ず
、
品
行
方
正
、
父
柳
外
の
死
去
と
共
に
戸
主
と
な
り
、

後
年
町
内
の
有
力
者
と
共
に
八
幡
銀
行
の
創
立
に
参
与
し
発
起
人
の
一
人
と
な
り
ま
し
た
。又
、町
政
に
も
尽
し
ま
し
た
が
、

明
治
十
五
年 

三
十
六
才
の
若
さ
で
病
死
し
ま
し
た
。
七
代
目
は
女
主
人
「
た
ね
」
で
森
五
郎
兵
衛
家
よ
り
嫁
し
、
夫
の
死

後
世
を
継
ぎ
三
年
余
に
し
て
遺
児
「
ト
ク
」
に
家
督
を
譲
り
ま
し
た
。
八
代
目
「
ト
ク
」
は
重
責
を
果
し
得
ず
、
明
治
三

十
二
年
二
十
一
才
で
病
死
し
ま
し
た
。
長
兄
、
そ
の
妻
、
次
い
で
死
亡
し
た
た
め
、
止
む
を
得
ず
原
田
常
三
郎
家
を
廃
家

と
し
て
本
家
に
復
し
て
跡
を
継
が
せ
ま
し
た
。
九
代
目
が
即
ち
、
そ
の
弟
で
、
彼
は
実
父
の
柳
外
に
似
て
文
藻
の
才
に
富

ん
で
い
ま
し
た
。
又
、
町
政
に
尽
す
処
も
少
な
か
ら
ず
、
加
え
て
史
跡
の
探
究
保
存
に
も
力
を
注
ぐ
な
ど
晩
年
、
衆
に
推

さ
れ
て
県
会
議
員
と
な
り
ま
し
た
。
資
性
温
厚
篤
実
、
二
男
三
女
を
残
し
て
大
正
五
年
、
五
十
六
才
で
病
死
し
ま
し
た
。

　
十
代
目
は
九
代
の
長
男
で
幼
名
を
謙
三
と
云
い
、
大
正
五
年
、
八
幡
商
業
学
校
を
出
て
専
ら
藤
岡
店
を
経
営
し
ま
し
た
。

同
店
は
近
江
屋
四
郎
左
衛
門
の
名
を
以
っ
て
醤
油
、
味
噌
、
塩
、
肥
料
、
紙
、
荒
物
、
茶
、
薬
、
干
う
ど
ん
、
蚕
具
等
を
販
売
し
、

土
地
の
豪
商
と
し
て
盛
名
を
馳
せ
、
藤
岡
町
の
年
寄
格
と
し
て
領
主
よ
り
御
免
書
を
頂
い
て
い
ま
し
た
。
厳
格
な
祖
風
の

継
承
に
よ
っ
て
勤
倹
の
遺
訓
を
恪
守
し
て
、
正
徳
以
来
、
二
百
六
十
有
余
年
、
統
を
嗣
ぐ
こ
と
十
世
、
連
綿
と
し
て
栄
え

ま
し
た
が
昭
和
三
十
八
年
、
由
緒
あ
る
豪
邸
を
近
江
八
幡
初
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
売
却
し
て
し
ま
い
、
八
幡
の
箔

四
本
家
は
消
滅
し
ま
し
た
。

情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり
情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり

ご予約は
0748-36-5115

手漕ぎ和舟

珈琲＆お土産  新町

抽
選
で
5
名
様
に café & shop  SHINM

ACHI  

の「
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
」ペ
ア
券
を 

プ
レ
ゼ
ン
ト
致
し
ま
す
。

応
募
〆
切

7
月
10
日 

必
着 

※

当
選
者
の
発
表
は
、発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

江
戸
日
本
橋
箔
屋
町
に
出
店
し
、
醤
油
販
売
を
業
と
し
箔
屋
を
屋
号
と
し
ま
し
た
。

後
に
本
店
を
上
州
（
群
馬
県
）○
○
に
移
し
ま
し
た
。
　
さ
て
ど
こ
で
し
ょ
う
。

◆
ご
希
望
の
方
は 

答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号 

を
ご
記
入
の
上
、
官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で

ご
応
募
下
さ
い
。

ク 

イ 

ズ

小
幡
町
上

近
江
八
幡
市
立
資
料
館
前
の
旧
伴
家
住
宅
で
は
左
義
長
ダ
シ
を
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。

京街道七夕

キャンディのつかみ取りキャンディのつかみ取り

と撮影しましょう！

七夕夏祭り開催！

もちつき大会
つきたてのあつあつお餅をご賞味下さい

午後2時～　
午後4時～　

午後12時～

午前11時～

午後12時～午後1時

午後12時30分～
 午後 1時～

フリーマーケット
 　鮎塩焼・天ぷら・

かき氷 など

　　　 

場所 あわ八前場所 あわ八前

場所 西京街道商店街場所 西京街道商店街

焼きそば/生ビール
焼き鳥/ジュース類
フライドポテト 販売

ほっとらいん・よし笛
フラダンス
　　　　　　

輪投げ・射的・おもちゃ

午前11時～お楽しみ！近江まきまき
（美味しい鉄板焼き） 1枚100円

77 77土
11:00～19:0011:00～19:00

とれとれ
 新鮮♬

願成就絵札をご購入いただいた
お客様にもれなく

貼って願いをかなえよう

願成就絵札
（詳しくは裏面を）

京
ち
ゃ
ん

京
ち
ゃ
ん

場所 京街道商店街駐車場前場所 京街道商店街駐車場前

みんな集まれ！

主催 京街道商店街（振）　西京街道商店街　小船木商栄会
共催 八幡学区子供会指導者連絡協議会　近江八幡観光物産協会　近江八幡地区交通安全協会西支部
 近江八幡商工会議所　近江八幡商店街連盟　近江八幡商工会議所女性会　八幡学区自治連合会

　　　　　　観音山憩いの散歩道、四国八十八ヶ所巡りの整備をしています。お手伝い頂ける方を募っています。（連絡先33－2210久郷まで）参加協力のお願い：

いろんなお店が

   たくさん出るよ
いろんなお店が

   たくさん出るよ

プレゼント!
（お一人様1回限り）
プレゼント!
（お一人様1回限り）

フレッシュ市
　　その他多数

出店予定

　フリーマーケット・イベント広場
午後2時～ ほっとらいん・よし笛
午後2時30分～ フラダンス
午後3時～ ちんどん屋さんパフォーマンス
　　　　　　

焼きそば焼きそば

にて販売にて販売
先着50名様限定先着50名様限定
100円

午後12時～近江兄弟社高等学校
　　　　　　吹奏楽部演奏

 よく冷えた生ビールを

ビアガーデン
     コーナー

千日法要（絵札祈願）  願成就寺14:00～

◆●スタンプラリー●◆◆●スタンプラリー●◆

（雨天決行）

皆様の笑顔と「美味しい」という声を聞きたくて、これ
からも近江牛カレー、近江牛丼を提供させて頂きます。

〒523-0874　近江八幡市小幡町中14
営業時間／9：30～17：00   駐車場有り
定 休 日／無休　   ℡ 0748-33-2334

Cafe
YAMAYA

「美味しいカレーにはワケがある」カレーの
旨さコクを左右する秘密は、タマネギにあ
り、当店のカレーは厳選した国産タマネギ
をじっくり丁寧に 10時間炒めています。

■こだわりのカレー …………………900円■こだわりのカレー …………………900円

かつお節、さば節、昆布の旨味をたっぷり
詰め込んだダシを効かせたタレで本場近江
牛丼を美味しく仕上げました。

■本場近江牛丼 ………………………980円■本場近江牛丼 ………………………980円

地
元
野
菜
の
贅
沢
カ
レ
ー
　　1,300円

京街道商店街入口

市営小幡観光駐車場前 

クーポン
特 典

check近江牛ビーフカレー980円（税込）が
クーポン持参の方は600円（税込）で
お召し上がり頂けます。クーポン一枚で
５名様有効　クーポン有効期限 30年 7月末日



KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版京都新聞ファミリー 瓦版 トマト倶楽部

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部 お誕生日・記念日 花束プレゼント（7月の方） 3名様

花王アタック１キロ８個入り（1ケース） 　   5名様
※必ずお誕生日を明記下さい

＊

＊

＊

＊ 

30 名様

50 名様

50 名様
50 名様

［トマトカード番号の記入をお願いします］

8 月 1 日迄

8月 19日迄

8月 26日迄 
9 月 24日迄

発行：ほのぼの通信（有）ラビットハウス 近江八幡市大杉町30-1　TEL0748-33-2914　発行責任者 髙木茂子

ご希望の方は郵便番号・住所・氏名・電話番号・希望の品一品をご記入の上、官製はがき
又は FAXで下記販売所まで、ご応募下さい。抽選でお送りします。

当選者の発表は発送をもって代えさせて
頂きます。予めご了承ください。

花束 6月30日迄
洗剤、チケット等 7月５日迄締 切

〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504

吉田博 新版画展 美しき日本の風景 　　

　　　　　　　　　　   美術館「えき」KYOTO

蛇足庵コレクション 江戸のなぞなぞ判じ絵  

 大和・近江および白山の周辺から 細見美術館　

夏休みスペシャル企画！ 赤と青のひみつ  

 聖なる色のミステリー　　    MIHO MUSEUM  

世界の形象土器展　  滋賀県立陶芸の森陶芸館  

近江八幡100％味わえます！café ＆ shop
SHINMACHI  

〒523-0871 滋賀県近江八幡市新町２丁目  資料館内　
カフェ＆ショップ 新町（Chief▶090-6247-0831）

定 休 日：月曜日（観光シーズンは不定休）
営業時間：10：00～16：00
文化伝承館（左義長会館）元新町警察署横よりお入りください！

ギャラリースペース新町浜の姉妹店です

葦（ヨシ）のシフォンケーキがおすすめです

近江八幡市立資料館内 

情
緒
あ
る

手
漕
ぎ
和
舟
で

ゆ
っ
た
り
船
頭
が

ご
案
内
す
る

八
幡
堀
め
ぐ
り

◆大人 1,000円（税別） ◆小人 500円（税別） ※小学生未満は無料 0748-36-5115要予約 ギャラリースペース新町浜

入館料はいりません。

展示例です：イングリッシュプレスドフラワー展

※アクセス：近江八幡駅より徒歩 7 分

◆ギャラリー概要
　床面積／25㎡　壁面積／21.9㎡（南西壁面のみ） ２方はガラス面、天井高2.7ｍ　
　バックヤード／6.5㎡　※その他設備（トイレ・流し台有）
　設備・備品など／スポットライト、  ダウンライト、壁面ピクチャーレール
　音響、テーブル（展示台）8脚／椅子20脚／展示用ワイヤー20本　他　

湖国の作家、アーティストを応援しています ! お気軽にご相談ください。0748-33-4181（中川まで）

〒523-0894  滋賀県近江八幡市中村町 20 番地
（株式会社ダイゴ本社ビル１F) TEL0748-33-4181

◆ご利用範囲
　絵画・陶芸・染織・ガラス・木工・写真等、美術作品
　等の展示会、小会議室にご利用下さい。
◆定休日　毎週月曜日
◆ご利用時間
　原則として、午前10時～午後5時

ギャラリーは、白を基調とした空間で、安らぎとく
つろぎを感じとれるように設計されています。照
明設備、音響設備等も用意されており、様々な目
的に対応できるようなスペースになっています。

貸しギャラリー 予約賜り中！

ギャラリー部

すみれラボ  ギャラリー⇨⇨

●たねや様

●ひさご寿し様

株式会社ダイゴ●

◀至近江八幡駅
ブーメラン通り

市役所● ●商工会議所
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